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あらまし： 留学生を対象にした日本語教育の中でも，特に日本語文法に焦点を当てた文法学習支援シス

テム（以下システム）の構築を行った．システムでは「文法的に誤った文章を修正する」という課題に答

えるために，誤り認識の考え方に基づいたアニメーションを用いることで学習者に誤りを認識させ，留学

生と教員が疑似的な対話を行いつつ文章を正しい形に修正していく過程を通じて，文法に対する理解や

確認を促す。 
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1. はじめに 

 来日中の留学生が日本で生活していくためには，

日本語を学ぶことは必要不可欠であり，日本語を学

ぶための教材や環境を整えることが求められる．本

研究では，日本語教育の中でも特に日本語文法に焦

点を当て，留学生を対象とした日本語文法学習シス

テム（以下，システムと記す）を構築する． 

 

2. システムの設計 

 文法を学ぶためのアプローチとして，文法的に

誤っている文章を認識できるということは，文法

を知っていることを意味するというチョムスキ

ーの変形文法の考え方(1)を利用する．文法的に誤

った文章を認識する時の状態は，図１のように遷

移することが想定される．状態を変移させるため

に，アニメーションと対話形式を利用する． 

 アニメーションを利用する意義について，物理学

の立式における誤りを反映しシミュレーションを提

示することで，立式は明らかに現実と異なっている

ことを学習者に教えるフェイクシミュレーションが

あり(2)，実際に学習成果を上げている．これは秩序

の乱れである誤りを認識し解消するすることで学習

を進めていく，誤りからアプローチする学習手法の

考え方を用いている(3)． 

 対話形式を利用する意義について，ミシンが布

を縫う仕組みを二人組のペアで議論を重ねるこ

とで理解を深めていく過程を細かく分析すると，

二人の役割が決定し分業化が行われていくこと

で，より解を導きやすくなるという結果が報告さ

れている(4)． 

 システムでは図１①の状態にある学習者に対

して，アニメーションを用いることで誤りを認識

させ（②の状態へと遷移），疑似的な対話により②

から③の状態へと遷移させていくことを目的に

学習を行う． 

3. 学習方法 

 システムは図 2に示したような流れで学習を進め

ていく．  

 最初に「文法的に誤った文章を正しい文章に修正

する」という課題を学習者に提示する．最初に誤っ

た文章を見た学習者の状態は，図１①か②の状態で

あると想定し，図１③の状態へと促していく． 

 次に課題に対する疑問を提示する．疑問は課題を

解決するステップの１つであり，複数の疑問を解決

していくことで，目的である図１③の状態へと近づ

けていく． 

 次に提示された疑問を解決する．この際にアニメ

ーションを利用することで，学習者に文章の誤りを

認識させることで理解を促し，対話により認識した

誤りを修正する方法を考えさせる． 

例えば「私を日本語が話せます」という文法的に

誤った文章が，日本語という概念が私を話すという

奇怪な状況であるということをアニメーションにし

て表示した方が，誤っているということが認識しや

すい(5)． 

誤った文章による奇怪なアニメーションに関して，

図 1：誤りを認識する状態と流れ 
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「具体的にどこがおかしいのか？」「どうすれば正し

くなるのか？」と新たな疑問を提示していくことで

考える方向性を示す．また，理解に必要な情報があ

れば対話によって補足を行っていく．この疑問と解

決の流れを繰り返すことで，学習者の状態を図１③

の状態へと促していく． 
  

 
図 2：学習の流れ 

 

4. システムの構築と動作 

本システムは，HTML / CSS と JavaScript を利用し

て，CentOS サーバ上に Web ベースで構築した． 

図 3 と図 4 に作成したシステムの実際の画面を示

す．画面に表示される吹き出しの文章を読み進める

ことで学習を進めていく．画面左下に表示された矢

印の内，右矢印を選択することで会話を進め，左矢

印を選択することで戻すことができる．左上に表示

された TOP と書かれた円を押すことで TOP 画面に

戻る． 

図 3 の画面上部に表示された吹き出し（「はじめま

して」と書かれた白い吹き出し）が対話の相手であ

る留学生のセリフとなっており，一方画面下部の吹

き出し（留学生が話している間は，黒くなって隠れ

ている吹き出し）が，留学生が自ら選択していくこ

とになる教員のセリフとなっている． 

図 4 の画面中央の四角い枠に表示された文法的に

誤った文章（「私を日本語が話せます」）に関して，

留学生と教員が対話を行うことで，正しい文章に修

正する．画面下部に表示された二つの選択肢を選ぶ

ことで対話が変化していく． 

 

 

図 3：システム実際の画面１ 

 

 

図 4：システム実際の画面 2 

 

5. 実践 

九州工業大学に通う留学生 6 人に，本日本語文法

学習システムの使用を依頼し，使用後にアンケート

への回答を求めた． 

システムのデザインに関して，大きな不満点はな

かったものの，文字のサイズや字間など細かな点で

読みにくいとの指摘があった．また，日本語の文章

に対して「漢字が少なくて読みにくい」という指摘

と，「ローマ字が欲しい」という相反する指摘が出さ

れた．今後は，デザインの修正と，利用者のレベル

に合わせた文章や対話内容の変更が必要であると考

える． 

 

6. おわりに 

留学生が日本語文法を学ぶシステムの構築を行っ

た．実際に留学生に利用してもらい，日本語を不得

意とする学習者に日本語を教えるという上で注意す

べき点や，システムの改善点を明らかにすることが

できた． 

しかし，図１で示したような状態の遷移を促すこ

とができたか，学習者が日本語文法を身につけるこ

とができたかどうかの評価は行えていない．今後は、

このような評価を行い、システムの改善を行ってい

きたい． 
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